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情 報 

１ 研究のテーマ 

(1) 研究テーマ

指導に生かす評価のあり方を意識した授業づくり

(2) 研究のねらい

「指導に生かす評価」の視点から授業を評価・改善するため、生徒に身に付けさせたい力の焦点化、生

徒の学習状況の把握、次につなげる方法、及び生徒に還元する方策等について、生徒の実情に合わせた多

様な指導のあり方も合わせて検討を行った。 

２ 実践事例 

(1) 単元の指導と評価の計画

ア 科目名：「情報Ⅰ」

イ 単元名：情報のデジタル化

ウ 単元の目標：

(ｱ) ２進数と情報量について理解し、２進数・10進数を相互に変換したり、音声・動画などのデー

タ量を計算したりすることができる。

(ｲ) アナログとデジタルを比較して、その特徴を適切に説明したり、それぞれの仕組みについて説明

したりすることができる。

(ｳ) 情報のデジタル化の流れやコンピュータによる演算や数値計算の仕組みについて、より深く学ぼ

うとするとともに、デジタル化された情報について、主体的に取り扱おうとしている。

エ 単元の評価規準

オ 単元の指導と評価の計画 ○「記録に残す評価」 ●「指導に生かす評価」

次 時 学習活動 知 思 態 評価のポイント・指導上のポイント 

１ １ ○アナログとデジタル

・アナログとデジタルの違いについて考え

る。

● 態①：ワークシート 

・アナログとデジタルのそれぞれの

メリットについて考えさせる。

２ １ ○２進数と情報量

・２進数と情報量の関係について理解する。

○ 知①：ワークシート・小テスト 

３ １ ○演算の仕組み

・論理回路の仕組みについて理解する。

● 態②：ワークシート 

・論理回路のシミュレータも使いな

がら学習させる。

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

①２進数と情報量について理解

している。

②２進数・10進数を相互に変換

する方法について理解してい

る。

③音声・動画などのデータ量の

計算方法について理解してい

る。

①アナログとデジタルを比較し

て、その特徴を適切に説明して

いる。

②情報量を適切な単位で表現した

り変換したりしている。

③数値・文字・音声・画像などの

情報を目的に応じて適切にデジ

タルで表現をしたり、その仕組

みについて説明したりしてい

る。

①情報のデジタル化の流れにつ

いて、より深く理解しようと

している。

②コンピュータによる演算や数

値計算の仕組みについて関心

を示し、理解に努めている。

③数値・文字・音声・画像など

のデジタル化された情報につ

いて、主体的に取り扱おうと

している。
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４ ２ ○数値の表現と計算 

・２進数と 10進数の関係について理解し、

変換の計算を行う。 

・コンピュータでの数値の計算方法について

理解する。 

●  ○ 知②・態②：ワークシート 

・２進数のカードなどを使いなが

ら、２進数と情報量の関係につい

て学習させる。 

５ １ ○静止画と文字の表現 

・静止画や動画をデジタルで表現する。 

 ○ ● 思③：Google スプレッドシート 

態③：ワークシート 

・ペイント系・ドロー系ソフトウェ

アを使用させる。 

・Google スプレッドシートでドッ

ト絵を作成させる。 

６ １ ○情報のデータ量 

・情報のデータ量とデータ量を小さくする方

法について考える。 

○ ●  知②：小テスト 

思②：ワークシート 

７ ２(

第
２
時
が
本
時)

 

○数値と文字の表現 

・２進数と文字コードの関係性と文章の送受

信の流れを理解する。 

・誤り検出符号とパリティビットの仕組みに

ついて知る。 

 ● ● 思③・態②：ワークシート 

・文章を２進数で送受信させる過程

で制限時間を設けて、誤送信を誘

発させる。 

・授業の最初と最後に同じような質

問を行い、学習状況の変化を把握

する。 

８ １ ○単元のまとめ① 

・デジタルの内容に関する小テスト、問題演

習を行う。 

○ ○  知②③：小テスト 

思①②：ワークシート 

９ ２ ○単元のまとめ② 

・デジタルの内容に関するレポート作成を行

う。内容を一つ取り上げて、成り立ちや仕

組みについてまとめる。 

 ○ ○ 思①③・態①③：レポート 

 

カ 授業実践例 (９時間目／12時間) 

学習活動(指導上の留意点を含む) 
評価の観点 

(評価方法) 

・タイピング練習   

課題「情報のまちがいさがし」 

・「間違い探しの手品」を見て、どのように

エラーをチェックするのかを考える 

 

「教師は何をしていたか？」 

・Google フォームに教師がどのようなトリッ

クを使っていたのか、及びその理解度を記

入する 

 

パリティビット 

・パリティビットの付加方法について知る 

 

・水平垂直パリティ方式について考える 

 

課題「実際に問題を作成して送ってみよう」 

・水平垂直パリティ方式のエラービットにつ

いて考える 

 

・他の人に送る問題を考えてお互いに出題す

る 

 

生徒自身の気付きを重視する 

 

 

 

選択肢及び自由記述で回答させる

その時点で文章ではまとめられな

い生徒に対して箇条書きでも良い

ことを伝える 

 

奇数と偶数の２種類があることを

理解させる 

基本的な方法は同じように行える

ことを確認する 

 

水平及び垂直方向に見たときにエ

ラーが無いのかを見るようにさせ

る 

ルールに基づいて問題を作成させ

る 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

思③： 

さまざまな視点か

ら考察することが

できているか 

 

態②： 

パリティの問題を

作成して他の生徒

に出題を行うこと

ができているか 
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学習活動(指導上の留意点を含む) 
評価の観点 

(評価方法) 

結果・まとめ 

・互いに出題した問題について振り返る 

 

・情報を送受信する際に、エラーをチェック

する方法について文章にしてまとめて

Google フォームから回答する 

 

キーワードを指定して、生徒自身

の言葉で説明させる 

 

思③： 

パリティの仕組み

について説明を行

うことができてい

るか 

研究実施校：神奈川県立茅ケ崎高等学校(全日制) 

実施日：令和６年 10月 16日(水) 

授業担当者：大澤 凌 教諭 

 

(2) 「指導と評価の一体化」の実現に向けたポイント 

今回の研究では「指導に生かす評価」に着目して、評価のあり方を意識した授業づくりについて協議・

検討を行った。記録として評価する以外の場面でどのように生徒に対して学習の支援を行うことができる

のかを協議・検討した。プリントや Google フォームで集めた記録を教師の授業改善や生徒の学習改善に

役立てる具体例をつくるという目的で、必ずしも全ての記録を「記録に残す評価」とはせずに「指導に生

かす評価」として実際に役立つか検証することをねらいとして、授業実践を行った。 

実際には、授業の前後で同じような質問を行い生徒の回答にどのよう

な変化が起こるのかを検証した。 

まず授業冒頭にコンピュータサイエンスアンプラグド「カード交換の

手品」で紹介されている活動を行った。紹介されているカードの代わり

に図１のようなオセロを使用した。５×５マスに白石と黒石を指名した

生徒にランダムに並べるよう指示した。その後、教師が各行、各列の黒

石の数が偶数になるように外側に１行、１列追加した。その後生徒に、

教師に見えないように５×５マスのうち１マスだけ白黒を反転するよう

に指示した。ここまでの操作が終わった状態が図１である。教師は各

行、各列の白石の個数を数え、奇数となっている行と列が重なっている

ところが該当箇所となる。図１では、上から３行、左から４列のマスと

なる。 

以上のような活動を行った後に、生徒に手品のトリックの予想を立て

させ、アンケートで集約した(図２)。「普通に覚えた」「ひたすら暗記」「端の黒と白の列が関係してる

と思う」などの回答があった。このアンケート結果はその場で生徒と共有した。 

その後は図３、図４により、パリティについての理解を深め、図５を用いて、生徒同士で問題を出し合

う活動を行った。 

 

図１ 間違い探しの手品 

  

 

 
図２ 授業冒頭、手品実施後における生徒のコメント(一部) 
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生徒の振り返り(図６)では「１の個数が偶数かどうかで見極める」「偶数になるために１を足したりす

る」「縦と横それぞれが偶数か奇数になるように０か１を加える」などの回答があった。 

このような結果から、実際に授業内での問題演習や問題作成などの活動を通して、生徒の理解度が深ま

ったと考えられる。 

課題としては、最後までトリックや仕組みに気付けない生徒や最初から気付いている生徒に対しての対

応の方法などが考えられる。 

情報の科学的な理解について今後も教師・生徒にとってより良い授業の進め方や構成を考え、実施して

いきたい。 

 

 
図３ 授業プリント(一部) 垂直水平パリティの例題 

 

 

 

図４ 授業プリント(一部) 垂直水平パリティの問題作成 

 

図５ 授業プリント(一部) パリティビットの例題と確認問題 
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図６ 授業終末における生徒のコメント(一部) 
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